
出張医学教育ＦＤ 
（長野赤十字病院） 

【日   時】 令和元年 10月23日( 水 )   

【参加人数】  86名 

【講   師】 森 淳一郎 

【内   容】 参加型臨床実習のすすめ方 

 
ＦＤの開催時間はいかがでしたか。 ＦＤはニーズにマッチしました

か。 

学生の評価ができるようになりますか。 

参加者の意見 
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ＦＤでわかったこと ＦＤで疑問に残ったこと ご意見 

学生の評価方法、どこまでやらせてよいか。   
外科には殆ど学生が回ってこず実感がな
いのが実情です。 

診療チームの一員として扱うことの徹底。     

知識以外の評価も大変重要であることが
理解できた。 

    

大学側が希望されている指導内容が良く
わかりました。 

    

チームの一員として扱うべきであること 
具体例がありわかりやすかった。 

    

学生教育レベルが向上していることが分か
りました。納得してます。 

    

学生に診療参加すすめながら学習させる。 
頻度の高い症状を経験させる。 

    

任務の重要性     

長野日赤の外科に150通りの学生を是非。     

      


